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米津昭子教授略歴・主要業績

米
津
昭
子
教
授
略
歴

昭
和
二
年
四
月
一
五
日

昭
和
二
五
年
九
月

昭
和
二
五
年
一
〇
月

昭
和
二
六
年
四
月

昭
和
二
九
年
四
月

昭
和
一
三
年
四
月

昭
和
三
七
年
四
月

昭
和
四
五
年
一
〇
月

昭
和
四
六
年
一
〇
月

昭
和
五
六
年
四
月

昭
和
六
二
年
九
月

平
成
四
年
六
月

平
成
五
年
三
月

東
京
都
に
生
ま
れ
る

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
副
手

文
部
省
特
別
研
究
生
第
一
期

文
部
省
特
別
研
究
生
第
二
期

慶
懸
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

慶
慮
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員

慶
鷹
義
塾
派
遣
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学

　
ア
ク
ロ
ソ
大
学
訪
問
教
授

　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
訪
問
研
究
員

イ
ギ
リ
ス
ケ
ソ
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ダ
ウ
ニ
ソ
グ
コ
レ
ッ
ジ
訪
間
教
授

慶
鷹
義
塾
評
議
員
（
至
現
在
）

定
年
に
よ
り
慶
慮
義
塾
を
退
職

そ
の
間
、
明
治
学
院
大
学
講
師
、
中
央
大
学
講
師
、
東
京
家
庭
裁
判
所
家
事
調
停
委
員
・
参
代
員
（
至
現
在
）
を
歴
任
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法学研究66巻1号（’93：1）

　
　
　
　
　
　
米
津
昭
子
教
授
主
要
業
績

昭
和
二
七
年
（
剛
九
五
二
）

書
評
松
田
二
郎
著
『
会
社
法
概
論
」

昭
和
二
八
年
（
口
九
五
三
）

論
文
『
会
社
の
目
的
外
の
行
為
の
効
力
」

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）

書
評
米
谷
隆
三
著
「
約
款
法
の
理
論
」

書
評
　
清
水
新
著
「
商
法
概
要
」

昭
和
三
〇
年
（
ロ
九
五
五
）

書
評
　
大
隅
健
一
郎
著
「
全
訂
会
社
法
　
上
巻
」

論
文
「
白
紙
委
任
状
付
申
込
証
拠
金
領
収
証
の
流
通
に
つ
い
て
」

辞
典
　
入
門
法
律
学
辞
典
　
一
五
九
頁
～
二
〇
五
頁

昭
和
三
口
年
（
閣
九
五
六
）

論
文
「
株
券
の
発
行
と
善
意
取
得
」

　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
五
巻
三
号

　
　
法
学
研
究
二
六
巻
四
号
四
三
頁

　
　
法
学
研
究
二
七
巻
六
号
六
七
頁

　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
七
巻
九
号

　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
八
巻
三
号

東
京
株
式
懇
話
会
会
報
二
六
号
三
頁

　
　
　
　
財
政
経
済
弘
報
五
六
九
号
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米津昭子教授略歴・主要業績

判
例
評
釈

判
例
評
釈

「
株
式
引
渡
等
請
求
事
件
」

「
会
社
は
発
起
人
の
行
為
に
ど
の
範
囲
で
責
任
を
負
う
か
」

財
政
経
済
弘
報
五
八
○
号
一
二
頁

　
財
政
経
済
弘
報
五
九
四
号
七
頁

昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）

判
例
評
釈
「
本
店
の
所
在
地
と
異
な
る
肩
書
地
で
手
形
を
振
出
し
た
場
合
の
効
力
」

書
評
　
鈴
木
竹
雄
著
「
手
形
法
・
小
切
手
法
」

判
例
評
釈
「
商
法
四
二
条
を
適
用
す
る
に
は
そ
の
営
業
所
が
支
店
の
実
質
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
か
」

論
文
「
会
社
の
本
店
所
在
地
の
意
義
」

財
政
経
済
弘
報
六
二
四
号
五
頁

法
学
研
究
三
〇
巻
四
号
六
八
頁

財
政
経
済
弘
報
六
五
四
号
九
頁

　
　
　
　
私
法
一
八
号
四
三
頁

昭
和
三
三
年
（
胴
九
五
八
）

判
例
評
釈
「
設
立
計
画
中
の
会
社
の
代
表
資
格
に
よ
る
売
買
契
約
の
効
力
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
経
済
弘
報
六
七
八
号
七
頁

判
例
評
釈
「
損
害
賠
償
請
求
事
件
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
経
済
弘
報
六
九
四
号
九
頁

判
例
評
釈
「
株
主
名
簿
の
機
能
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
法
学
｝
巻
四
号
八
四
頁

判
例
評
釈
「
有
限
会
社
の
社
員
は
そ
の
持
分
を
会
社
に
対
す
る
債
権
と
と
も
に
社
員
で
な
い
も
の
に
一
括
し
て
譲
渡
で
き
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
経
済
弘
報
七
一
四
号
六
頁

論
文
「
株
主
の
議
決
権
の
特
異
性
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
百
年
記
念
論
文
集
三
二
三
頁

判
例
評
釈
「
貿
易
業
者
の
商
慣
習
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
経
済
弘
報
七
二
六
号
五
頁

論
文
「
会
社
の
本
店
所
在
地
の
意
義
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
一
巻
一
号

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）

判
例
評
釈
「
登
記
と
異
な
る
本
店
所
在
地
を
記
載
し
た
手
形
を
振
出
し
た
場
合
の
署
名
取
締
役
の
責
任
」

判
例
評
釈
「
株
券
発
行
前
の
記
名
株
式
譲
渡
と
会
社
に
対
す
る
効
力
」

　
財
政
経
済
弘
報
七
三
四
号
六
頁

法
学
研
究
三
二
巻
二
三
号
八
五
頁
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判
例
評
釈

判
例
評
釈

「
株
金
払
込
皆
無
の
場
合
と
会
社
成
立
の
有
無
」

「
押
印
の
み
に
よ
る
株
券
裏
書
の
効
力
」

　
法
学
研
究
三
二
巻
八
号
七
三
頁

法
学
研
究
三
二
巻
コ
号
六
三
頁

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）

解
説
「
株
式
本
質
論
に
つ
い
て
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
法
学
一
二
号
五
五
頁

判
例
評
釈
「
会
社
出
張
所
長
の
権
限
と
商
法
四
二
条
お
よ
び
手
形
関
係
に
お
け
る
商
法
四
二
条
二
項
の
相
手
方
の
意
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
四
巻
四
号
八
○
頁

判
例
評
釈
「
登
記
と
異
な
る
本
店
所
在
地
の
手
形
振
出
の
署
名
取
締
役
の
責
任
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
四
巻
八
号
六
七
頁

判
例
評
釈
「
不
正
競
争
防
止
法
一
条
一
号
及
び
商
法
二
〇
条
の
意
義
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
経
済
弘
報
七
九
四
号
八
頁

昭
和
三
六
年
（
幽
九
六
一
）

判
例
評
釈
「
清
算
中
の
会
社
の
存
続
の
有
無
」

解
説
「
法
律
学
と
経
済
学
」

判
例
評
釈
「
商
法
四
二
条
の
適
用
と
支
店
の
実
体
」

判
例
評
釈
「
無
記
名
定
期
預
金
の
預
金
者
は
誰
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
四
巻
一
〇
号
一
〇
二
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
法
学
三
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
経
済
弘
報
八
七
五
号
八
頁

ま
た
そ
の
通
帳
を
持
参
し
な
い
者
に
対
し
て
し
た
預
金
の
支
払
は
有
効
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
経
済
弘
報
九
〇
七
号
七
頁

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）

判
例
評
釈
「
執
行
猶
予
の
判
決
を
受
け
た
取
締
役
の
資
格
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
五
巻
四
号
一
〇
一
頁

判
例
評
釈
「
取
締
役
の
権
限
を
失
っ
た
前
任
取
締
役
の
新
取
締
役
選
任
決
議
取
消
の
訴
に
於
け
る
当
事
者
適
格
」
　
財
政
経
済
弘
報
九
四
一
号
九
頁

判
例
評
釈
「
株
主
総
会
決
議
の
蝦
疵
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
五
巻
八
号
九
〇
頁

論
文
「
取
締
役
の
職
務
代
行
者
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
五
巻
九
号
一
頁
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昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）

判
例
評
釈
「
会
社
を
解
散
し
、
商
号
、
営
業
所
等
の
同
じ
会
社
を
設
立
し
た
場
合
、
新
会
社
が
旧
会
社
の
営
業
を
譲
受
け
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
六
巻
二
号
八
七
頁

判
例
評
釈
「
買
取
引
受
は
第
三
者
割
当
に
な
る
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
経
済
弘
報
九
七
九
号
四
頁

判
例
評
釈
「
会
社
の
政
治
献
金
は
定
款
の
目
的
に
反
し
、
忠
実
義
務
違
反
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
経
済
弘
報
九
九
九
号
五
頁

著
書
「
法
学
ノ
ー
ト
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
書
店

判
例
評
釈
「
取
締
役
全
員
が
特
定
の
取
締
役
に
会
社
経
営
を
一
任
し
た
場
合
と
他
の
取
締
役
会
社
間
の
取
引
に
つ
い
て
の
取
締
役
会
の
承
認
の
有
無
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
六
巻
一
一
号
一
〇
五
頁

判
例
評
釈
「
暦
に
な
い
振
出
日
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
判
例
百
選
一
二
四
頁

昭
和
三
九
年
（
国
九
六
四
）

著
書
「
商
法
ノ
ー
ト
」

判
例
評
釈
「
合
名
会
社
の
社
員
と
そ
の
責
任
の
範
囲
」

著
書
「
商
法
総
則
」

判
例
評
釈
「
株
主
総
会
招
集
通
知
に
示
さ
れ
る
『
会
議
ノ
目
的
タ
ル
事
項
』

に
つ
い
て
」

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）

判
例
評
釈
「
増
資
の
際
の
見
せ
金
に
よ
る
払
込
と
そ
れ
に
対
す
る
払
込
金
領
収
証
の
効
力
』

判
例
評
釈
「
発
起
人
が
払
込
未
済
の
場
合
と
会
社
成
立
後
に
お
け
る
株
主
地
位
の
取
得
」

判
例
評
釈
「
株
式
会
社
の
登
記
解
怠
と
代
表
取
締
役
の
処
罰
」

論
文
「
会
社
の
目
的
と
権
利
能
力
」

論
文
「
株
式
の
消
却
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
書
院

ジ
ュ
リ
ス
ト
会
社
判
例
百
選
一
八
六
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
書
院

　
　
　
法
学
研
究
三
七
巻
七
号
七
五
頁

　
　
法
学
研
究
三
八
巻
四
号
八
三
頁

　
　
法
学
研
究
三
八
巻
九
号
九
四
頁

法
学
研
究
三
八
巻
一
〇
号
二
〇
頁

　
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
一
八
巻
一
二
号

　
　
西
本
先
生
八
○
歳
記
念
論
文
集
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昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）

　
判
例
評
釈
「
代
表
取
締
役
は
取
締
役
会
の
決
議
に
基
づ
か
ず
に
株
主
総
会
の
撤
回
通
知
を
な
せ
る
か
」

　
判
例
評
釈
「
死
者
名
義
の
約
束
手
形
の
効
力
」

『
鵬
－
診

法
学
研
究
三
九
巻
三
号
六
四
頁

法
学
研
究
三
九
巻
六
号
五
二
頁

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）

判
例
評
釈
「
議
決
権
行
使
を
停
止
さ
れ
た
株
式
の
数
が
株
主
総
会
決
議
の
定
足
数
に
参
入
さ
れ
る
か
」
　
　
　
　
法
学
研
究
四
〇
巻
一
号
二
四
頁

判
例
評
釈
「
株
券
発
行
前
の
株
式
の
譲
渡
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
法
の
判
例
四
二
頁

判
例
評
釈
「
株
主
で
あ
る
会
社
の
使
用
人
が
そ
の
会
社
の
た
め
に
議
決
権
を
行
使
す
る
に
は
代
表
者
の
職
務
を
代
行
し
て
い
る
と
い
え
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
〇
巻
一
〇
号
八
九
頁

コ
ソ
メ
ン
タ
ー
ル
　
商
法
二
〇
〇
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
釈
会
社
法
（
3
）
株
式

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
商
法
二
〇
一
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
釈
会
社
法
（
3
）
株
式

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
商
法
二
〇
三
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
釈
会
社
法
（
3
）
株
式

昭
和
四
三
年
（
［
九
六
八
）

判
例
評
釈
「
融
通
手
形
に
お
い
て
融
通
者
た
る
手
形
債
務
者
が
被
融
通
者
に
対
し
て
有
す
る
特
約
を
も
っ
て
所
持
人
に
対
抗
で
き
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
一
巻
三
号
一
〇
六
頁

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
商
法
二
八
○
条
ノ
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
釈
会
社
法
（
5
）
新
株
発
行

判
例
評
釈
「
振
出
日
の
記
載
を
欠
く
確
定
日
払
約
束
手
形
の
効
力
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
一
巻
八
号
八
三
頁

昭
和
四
四
年
（
ロ
九
六
九
V

論
文
「
商
法
二
六
五
条
違
反
の
行
為
の
効
力
」

論
文
「
取
締
役
・
会
社
間
の
手
形
行
為
」

財
政
経
済
弘
報
二
二
〇
四
号
一
頁

　
　
伊
沢
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
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判
例
評
釈

判
例
評
釈

「
手
形
に
文
字
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
金
額
と
算
用
数
字
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
金
額
と
が
異
な
る
場
合
の
手
形
金
額
」

「
親
子
会
社
間
の
一
定
範
囲
内
の
取
引
約
定
に
基
づ
く
取
引
と
商
法
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
二
巻
六
号
九
三
頁

一
六
五
条
に
ょ
る
取
締
役
会
の
一
般
的
承
認
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
二
巻
一
一
号
九
九
頁

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）

共
同
執
筆
「
株
式
会
社
法
辞
典
」

判
例
評
釈
「
合
名
会
社
の
社
員
と
そ
の
責
任
の
範
囲
』

共
同
執
筆
「
商
法
講
義
」

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

商
法
二
二
三
条

商
法
二
二
四
条

商
法
二
二
四
条
ノ
ニ

商
法
二
二
四
条
ノ
三

商
法
二
二
五
条

商
法
二
二
六
条

商
法
二
二
七
条

商
法
二
二
八
条

　
　
　
　
　
　
　
同
文
館

会
社
判
例
百
選
二
四
八
頁

　
　
　
　
　
　
青
林
書
院

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
商
法
H

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
商
法
H

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
商
法
H

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
商
法
H

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
商
法
H

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
商
法
H

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
商
法
n

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
商
法
n

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
閣
）

判
例
評
釈
「
会
社
と
取
締
役
間
で
取
引
が
な
さ
れ
た
場
合
で
も
会
社
が
実
質
上
そ
の
取
締
役
の
個
人
経
営
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
そ
の
取
引
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
て
商
法
二
六
五
条
所
定
の
取
締
役
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
商
事
判
例
二
四
七
号
二
頁

論
文
ユ
人
会
社
の
問
題
性
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
色
旗
二
七
八
号
五
頁
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判
例
評
釈
「
株
主
に
新
株
引
受
権
を
有
す
る
旨
の
定
款
規
定
が
あ
る
場
合
に
新
株
の
一
部
を
公
募
す
る
こ
と
の
可
否
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
四
巻
四
号
一
〇
一
頁

論
文
』
人
会
社
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
・
宮
崎
・
伊
藤
教
授
退
職
記
念
論
文
集

判
例
評
釈
「
会
社
役
員
の
資
格
を
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
に
限
定
す
る
定
款
変
更
決
議
は
有
効
で
あ
る
か
」
　
　
財
政
経
済
弘
報
一
四
一
七
号
九
頁

論
文
「
偽
造
手
形
に
つ
い
て
支
払
を
な
し
た
銀
行
の
責
任
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
四
巻
一
〇
号
五
四
頁

共
同
執
筆
「
演
習
商
法
」

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）

論
文
「
名
板
貸
人
の
責
任
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
法
務
事
情
六
六
二
号
四
頁

論
文
「
議
決
権
の
代
理
行
使
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
五
巻
二
号

判
例
評
釈
「
株
券
発
行
前
の
株
式
譲
渡
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
法
の
判
例
二
四
頁

論
文
「
定
款
に
よ
る
議
決
権
行
使
の
代
理
人
資
格
の
制
限
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
四
号
一
〇
八
頁

判
例
評
釈
「
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
株
主
に
新
株
引
受
権
を
付
与
す
る
に
当
た
っ
て
、
株
式
申
込
の
際
に
払
込
金
額
と
同
額
の
申
込
証
拠
金
を

　
　
　
　
　
　
添
え
る
こ
と
を
要
す
る
と
の
条
件
を
定
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
五
巻
四
号
九
三
頁

論
文
「
名
板
貸
人
の
責
任
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
五
巻
一
二
号
四
〇
頁

判
例
評
釈
「
取
締
役
の
退
任
と
こ
れ
を
選
任
し
た
株
主
総
会
決
議
不
存
在
な
い
し
無
効
確
認
の
利
益
」
　
　
　
　
　
金
融
商
事
判
例
一
三
九
号
二
頁

判
例
評
釈
「
新
株
引
受
権
の
行
使
と
申
込
証
拠
金
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
商
法
雑
誌
六
五
巻
四
号
六
二
七
頁

共
同
執
筆
「
逐
条
判
例
会
社
法
全
書
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
事
法
務
研
究

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）

論
文
「
他
人
の
手
書
に
よ
る
署
名
」

解
説
「
会
社
が
株
券
の
発
行
を
遅
滞
し
て
い
る
場
合
の
株
式
譲
渡
の
効
力
」

法
律
の
ひ
ろ
ば
二
六
巻
一
号
六
三
頁

　
　
四
七
年
重
要
判
例
解
説
七
三
頁
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判
例
評
釈
「
株
券
発
行
前
の
株
式
譲
渡
は
会
社
に
対
し
て
効
力
を
有
す
る
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
経
済
弘
報
一
四
九
一
号
一
四
頁

判
例
評
釈
「
実
在
し
な
い
法
人
代
表
者
名
義
て
営
業
す
る
こ
と
を
許
諾
し
た
者
は
名
義
借
人
が
営
業
の
た
め
振
出
し
た
手
形
に
つ
い
て
責
任
を
負
う

　
　
　
　
　
　
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
六
巻
一
号
九
〇
頁

昭
和
四
九
年
（
［
九
七
四
）

判
例
評
釈
「
名
義
書
換
を
し
て
い
な
い
共
同
相
続
人
の
一
人
に
株
主
総
会
決
議
取
消
の
訴
の
当
事
者
適
格
が
あ
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
七
巻
二
号
八
八
頁

判
例
評
釈
「
見
せ
金
に
よ
り
設
立
し
た
会
社
の
株
式
引
受
の
勧
誘
が
商
法
二
六
六
条
の
三
に
該
当
す
る
か
」
　
　
　
法
学
研
究
四
七
巻
七
号
六
八
頁

論
文
「
預
合
の
成
立
要
件
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
法
務
事
情
創
刊
二
〇
周
年
記
念
号
六
〇
頁

論
文
「
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
と
取
締
役
の
監
視
義
務
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
法
務
事
情
七
一
四
号
四
頁

判
例
評
釈
「
商
法
二
六
五
条
に
違
反
し
て
取
締
役
が
会
社
を
代
表
し
て
な
し
た
第
三
者
と
の
取
引
の
効
力
」
　
　
　
金
融
商
事
判
例
四
〇
五
号
二
頁

論
文
「
利
得
償
還
請
求
権
の
法
的
性
質
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
形
研
究

昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）

判
例
評
釈
「
商
人
の
報
酬
請
求
権
」

判
例
評
釈
「
会
社
の
代
表
取
締
役
が
退
職
し
て
同
業
の
新
会
社
を
設
立
し
、

　
　
　
　
　
　
取
締
役
の
義
務
違
反
と
な
る
か
」

論
文
「
額
面
株
式
の
額
面
最
低
限
の
法
定
に
つ
い
て
」

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
商
法
二
二
三
条

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
商
法
二
二
四
条

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
商
法
二
二
四
ノ
ニ
条

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
商
法
二
二
四
ノ
三
条

そ
の
代
表
取
締
役
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
商
法
判
例
百
選
二
六
頁

従
前
と
同
一
の
得
意
先
と
取
引
し
た
場
合
、

　
　
　
法
学
研
究
四
八
巻
六
号
一
〇
八
頁

　
　
　
　
法
学
研
究
四
八
巻
一
二
号
一
頁

　
　
　
　
　
　
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
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コ
ソ
メ
ン
タ
ー
ル

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

商
法
二
二
五
条

商
法
二
二
六
条

商
法
二
二
七
条

商
法
二
二
八
条

昭
和
五
一
年
（
繭
九
七
六
）

論
文
「
取
締
役
お
よ
び
取
締
役
会
制
度
の
改
善
策
」

解
説
「
設
立
無
効
と
不
成
立
」

解
説
「
会
社
の
目
的
外
行
為
と
は
」

判
例
評
釈
「
他
人
に
自
己
の
氏
名
を
使
用
し
て
手
形
行
為
を
す
る
こ
と
を
許
諾
し
た
者
と
商
法
二
三
条
」

基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

　
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
九
巻
二
号
一
八
頁

法
学
セ
ミ
ナ
ー
基
本
シ
リ
ー
ズ
一
〇
頁

　
　
　
　
　
　
　
新
版
商
法
三
〇
講

　
　
法
学
研
究
四
九
巻
六
号
一
〇
九
頁

昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）

著
書
「
株
式
会
社
法
入
門
』

解
説
「
議
決
権
代
理
行
使
の
定
款
に
よ
る
制
限
の
効
力
」

判
例
評
釈
「
株
券
発
行
前
の
株
式
の
二
重
譲
渡
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
た
る
地
位
が
確
定
す
る
か
」

会
社
が
株
券
を
発
行
し
て
譲
受
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
信
堂
高
文
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
法
－

一
方
に
交
付
し
た
と
き
は
、
当
該
譲
受
人
の
株
主

　
　
　
　
　
法
学
研
究
五
〇
巻
四
号
二
二
八
頁

昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）

解
説
「
商
業
登
記
に
お
け
る
登
記
官
の
審
査
権
」

判
例
評
釈
「
約
束
手
形
の
振
出
と
商
法
二
六
二
条
」

論
文
「
定
款
の
作
成
と
変
更
」

判
例
評
釈
「
額
面
五
〇
〇
円
の
会
社
が
額
面
五
〇
円
に
引
き
下
げ
る
た
め
に
し
た
合
併
の
効
力

　
　
　
　
　
商
法
の
争
点
一
〇
頁

法
学
研
究
五
一
巻
七
号
一
〇
五
頁

　
法
学
研
究
五
一
巻
二
一
号
一
頁

　
金
融
商
事
判
例
五
三
六
号
二
頁
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判
例
評
釈
「
親
権
者
と
未
成
年
の
子
が
共
有
す
る
株
式
に
つ
い
て
親
権
者
が
未
成
年
の
子
を
代
理
し
て
株
主
の
権
利
行
使
者
を
指
定
す
る
行
為
は
民

　
　
　
　
　
　
法
八
二
六
条
の
利
益
相
反
行
為
に
な
る
か
。
ま
た
株
主
名
簿
上
の
株
主
で
な
い
者
が
会
社
に
対
し
商
法
三
五
〇
条
に
よ
っ
て
準
用
さ

　
　
　
　
　
　
れ
る
商
法
三
七
八
条
の
公
告
を
請
求
で
ぎ
る
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
時
報
八
九
六
号
一
五
五
頁

解
説
「
商
号
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
取
引
法
の
基
礎
四
一
頁

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）

判
例
評
釈
「
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
の
適
否
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
社
判
例
百
選
七
六
頁

判
例
評
釈
「
取
締
役
会
社
間
の
取
引
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
商
事
判
例
五
七
二
号
八
八
頁

著
書
「
商
取
引
法
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
慮
義
塾
大
学
教
材

解
説
「
株
主
総
会
の
招
集
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
一
五
号
一
四
三
頁

判
例
評
釈
「
有
限
会
社
の
代
表
取
締
役
が
会
社
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
示
さ
な
い
で
し
た
酒
類
等
の
購
入
及
び
金
員
の
借
入
に
つ
い
て
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
個
人
に
対
す
る
履
行
の
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
事
例
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
五
二
巻
一
二
号
一
〇
五
頁

判
例
評
釈
「
約
束
手
形
の
表
面
に
な
さ
れ
た
数
個
の
署
名
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
商
事
判
例
五
八
二
号
五
六
頁

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
O
）

解
説
「
商
行
為
に
関
す
る
通
則
」

判
例
評
釈
「
約
束
手
形
の
支
払
期
目
の
変
造
と
手
形
法
二
〇
一
条
一
項
但
書
の
適
用
」

判
例
評
釈
「
妻
は
他
人
か
」

昭
和
五
六
年
（
ロ
九
八
一
）

判
例
評
釈
「
原
因
債
権
行
使
の
方
法
」

共
同
執
筆
「
商
法
総
則
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
行
為
法

法
学
研
究
五
三
巻
六
号
一
〇
八
頁

　
損
害
保
険
判
例
百
選
一
二
六
頁

手
形
小
切
手
判
例
百
選
二
〇
八
頁

　
　
　
　
　
法
律
学
基
礎
講
座
5
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判
例
評
釈

判
例
評
釈

「
登
記
申
請
権
者
の
申
請
に
基
づ
か
な
い
で
な
さ
れ
た
不
実
の
商
業
登
記
と
商
法
一
四
条
の
適
用
の
有
無
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
商
法
雑
誌
八
四
巻
五
号
六
七
五
頁

「
商
法
三
八
条
に
い
う
支
配
人
の
意
義
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
五
四
巻
一
〇
号
一
五
四
頁

昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）

判
例
評
釈
「
商
法
二
三
条
の
名
板
貸
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」

判
例
評
釈
「
い
わ
ゆ
る
名
目
的
代
表
取
締
役
の
第
三
老
に
対
す
る
責
任
」

金
融
商
事
判
例
六
三
六
号
五
九
頁

法
学
研
究
五
五
巻
一
一
号
六
六
頁

昭
和
五
八
年
（
国
九
八
三
）

判
例
評
釈
「
理
疵
あ
る
株
主
総
会
の
決
議
の
後
に
、

　
　
　
　
　
　
利
益
」

同
一
事
項
に
つ
き
重
ね
て
適
法
な
株
主
総
会
で
決
議
し
た
場
合
の
株
主
総
会
決
議
取
消
の
訴
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
五
六
巻
九
号
九
七
頁

昭
和
五
九
年
（
－
九
八
四
）

論
文
「
取
消
す
べ
き
株
主
総
会
決
議
の
追
認
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
五
六
巻
二
号
一
五
頁

判
例
評
釈
「
債
権
者
の
本
店
所
在
地
を
管
轄
す
る
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
売
買
代
金
請
求
訴
訟
の
支
店
所
在
地
を
管
轄
す
る
裁
判
所
へ
の
移
送
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
五
七
巻
四
号
九
四
頁

昭
和
六
〇
年
（
国
九
八
五
）

判
例
評
釈
「
名
目
的
平
取
締
役
の
代
表
取
締
役
に
対
す
る
監
視
義
務
解
怠
と
商
法
二
六
六
条
の
三
の
悪
意
重
過
失
」

法
学
研
究
五
八
巻
五
号
七
九
頁
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昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）

判
例
評
釈
「
理
事
会
の
承
認
を
得
ず
に
信
用
組
合
の
常
務
理
事
が
な
し
た
自
己
取
引
に
つ
ぎ
連
帯
保
証
人
が
無
効
の
主
張
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
五
九
巻
四
号
工
一
頁

昭
和
六
二
年
（
国
九
八
七
）

判
例
評
釈
「
正
当
の
事
由
な
く
解
任
さ
れ
た
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
」

論
文
「
株
主
総
会
決
議
に
よ
る
取
締
役
の
解
任
」

　
法
学
研
究
六
〇
巻
八
号
一
〇
三
頁

高
鳥
正
夫
教
授
退
職
記
念
号
二
七
頁

昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）

判
例
評
釈
「
中
小
企
業
団
体
の
代
表
理
事
が
破
産
宣
言
を
受
け
た
場
合
に
は
当
然
に
代
表
理
事
の
地
位
を
喪
失
し
後
任
者
の
選
任
・
就
職
が
な
く
て

　
　
　
　
　
　
も
役
員
の
登
記
事
項
に
変
更
が
生
ず
る
と
さ
れ
た
事
例
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
商
事
判
例
七
八
一
号
四
四
頁

論
文
「
株
主
総
会
再
決
議
の
意
義
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
事
法
務
二
四
八
号
二
頁

平
成
元
年
（
－
九
八
九
）

論
文
「
外
国
法
人
の
被
用
者
の
労
働
債
権
」

判
例
評
釈
「
役
員
解
任
の
株
主
総
会
決
議
が
な
さ
れ
た
後
に
当
該
役
員
が
退
任
し
た
場
合
、

平
成
二
年

判
例
評
釈

（
一
九
九
〇
）

「
代
表
取
締
役
の
辞
任
の
方
法
及
び
名
目
的
代
表
取
締
役
の
対
第
三
者
責
任
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
法
規
出
版

そ
の
解
任
決
議
の
不
存
在
確
認
の
訴
の
利
益
が
あ
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
六
二
巻
二
号
一
〇
五
頁

法
学
研
究
六
三
巻
九
号
一
〇
四
頁
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平
成
三
年
（
一
九
九
一
）

解
説
「
商
法
二
二
三
条
～
二
二
六
条
ノ
ニ
」

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

論
文
「
会
社
の
継
続
性
と
取
締
役
の
辞
任
」

解
説
「
商
業
登
記
に
お
け
る
登
記
官
の
審
査
権
』

基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
第
四
版
二
二
頁
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
原
先
生
記
念
論
文
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
法
の
争
点
（
第
三
版
）

　　一一

330


